
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「吟行とセット」がウリのひとつであるこの教室ですが 

今年の暑さは過酷すぎて、外に出るのはツライ… 

そこで「兼題」「詠み込み」をはじめてやってみました！ 

推敲の時間がある反面、何を焦点にするかまとまらない…？ 

2025年 8月 16日（土） 

 

日々の生活の中にはそこら中に季語があふれています。 

でも俳句をつくろう、と思わなければ意外と見えてないみたい。 

時間さえかければよい、というわけでもないことに気がついたのでした。 

俳句を学べば季節の彩りがさらに広がる！新しい仲間も募集中!! 

⑤ 

いつもとは違う、皆の苦戦の跡をかみしめます。 

兼題「残暑」：残暑という季語を必ず使ってつくります 

詠み込み「昇」：昇という字を必ず使ってつくります 


